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研究成果の概要（和文）： 
第 1に、社会情報学基礎論としてのコミュニケーション論を構築するために「身体」「メディ

ア」「情報空間」という三つのキイコンセプトを導入した。身体を原基的メディアとして位置づ
けたうえで、身体と各種のメディアによって構成された情報空間がコミュニケーションと相互
連関的な構成関係をもっていることを明らかにした。第２に、物質的世界観に基礎をおいた
近代的世界観に対置される新しい世界観として情報的世界観を提唱した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Firstly、we introduced three key concepts called the "body" "media" "information space" 
to build the communication theory as the basics theory of Socio-Informatics. The body is 
the meta media, and various media functions through the connection with the body.  
Social communication and the information space have mutual and constitutive relations. 

Secondly, we proposed an informational view of the world as a new view of the world 
distinguished by the modern view of the world that put foundations in the material view of 
the world. 
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１．研究開始当初の背景 

21 世紀における情報社会は「ユビキタス社
会」と呼ばれる新たな段階を迎えた。ここで

「ユビキタス社会」とは、インターネットに
代表される電子メディアとユビキタス・コン
ピューティングが複合的に作用するように
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なった社会を指している。 
このような現代の情報社会を研究するた

めの学問として社会情報学が誕生したが、未
だ社会情報学のディシプリンが確立されて
いるとは言い難い。社会情報学には、①社会
情報学の基礎を提供する「基礎論」、②情報
に関わる経験的・実証的な研究を行う「応用
論」、③価値的視点を導入して社会と情報の
あるべき姿を模索する「規範論」という三つ
の領域があるが、そのなかでも研究が立ち遅
れ、また研究の進展が望まれている分野が①
社会情報学基礎論である。 

本研究は、このような情報社会の進展およ
び社会情報学の現状を踏まえ、現代の情報社
会を射程に入れた社会情報学基礎論を構築
するという意図のもとに進められた。 

 
２．研究の目的 
 ユビキタス社会において社会情報学基礎
論が解明すべき問題として次の三つの問題
が挙げられる。 
 まず第 1 に、新しい情報技術は、場所的な
制約を乗り越えるだけでなく、場所に志向し、
場所を特定するような性格を孕んでいるが、
このような情報技術の革新と普及によって、
場所性を有する現実世界と脱場所的な情報
的世界の関係はどのようになるのか(リアル
／バーチャルの関係)。第 2 に、物質に人工知
能が組み込まれることによって、人間と物質
(機械)との間にどのような相互作用が生まれ
るのか(人間と物質の関係)、そして第 3 に、
物質的世界の知性化に伴って、社会的世界と
物質的世界の関係はどのように変化するの
か(社会的世界と物質的世界との関係)。 
 本研究では、このような原理的問題を解明
するための前提作業として、コミュニケーシ
ョン論の再構築を試みた。20 世紀後半に「社
会理論のコミュニケーション論的転回」と呼
ばれる事態が起こったが、その更なる展開を
はかり、上記の問題を解明するための基礎論
としてのコミュニケーション論を確立する
ことが本研究の目的である。 
  
３．研究の方法 
 その目的を達成するために、文献研究をつ
うじて、従来のコミュニケーション論に内在
する問題点を洗い出すとともに、文献・調査
研究をつうじて、現代の電子メディアが引き
起こす社会的変化を分析した。 
 第 1の点に関しては、従来のコミュニケー
ション論を五つの系譜(①マス・コミュニケ
ーション論、②通信工学的コミュニケーショ
ン論、③記号学的コミュニケーション論)、
④メディア論、⑤社会理論としてのコミュニ
ケーション論)に分類し、その歴史的展開を
読み解くことによって、残された課題を摘出
した。 

 第 2の点に関しては、現代の電子メディア
が人と人との情報伝達に役立つだけでなく、
多種多様な情報を蓄積し、その膨大な情報を
処理しうることに着目し、いかなる情報空間
が形成されつつあるのかを検討した。 
 
４．研究成果 
 三年間の研究をつうじて次のような結果
が得られた。 
 第 1 に、「社会理論のコミュニケーション
論的転回」によってそれまで社会理論の基礎
理論に位置づけられてきた行為理論はコミ
ュニケーション論に置き換えられたとはい
え、文献研究をつうじて現代のコミュニケー
ション理論にも、行為理論を特徴づけていた
三つの要素が残存していることが判明した。
その三つの要素とは、①個人を分析単位とみ
なす「主体主義＝個体主義」、②行為者の意
図や動機に基づいてコミュニケーションを
説明する「心理学的意味論」、そして③行為
とその因果的帰結を一対一対応のリニアな
関係で捉える「古典的因果論」である。そう
した行為論的残滓を払拭するためには、①
「自己と他者(個人と社会)の関係」、②「意
味と物質の関係」という二つの基本的な問題
系に関して、関係主義的な理解に立脚した新
しいコミュニケーション論を展開する必要
がある。 
そこで、社会情報学基礎論としてのコミュ

ニケーション論を構築するために、①「身体」
「メディア」「情報空間」という三つの概念
をキイコンセプトとして導入し、その理論的
な検討を行った。身体こそ、自己と他者、自
己と物的対象を媒介する原基的メディアで
あり、言語、マス・メディア、電子メディア
のいずれも身体との接続によって機能する。
そして、原基的メディアとしての身体と各種
の人工メディアによって構成された世界が
情報空間である。社会的情報空間は、コミュ
ニケーションをつうじて構成されると同時
に、コミュニケーションを成立させてもいる。
本研究では、このような基本認識のもとに、
身体・メディア・情報空間に関するさまざま
な現象(例えば、身体的な共振性としての情
動、情報的リスク、情報社会における監視・
管理機能の変化、社会的信頼、信用バブルの
崩壊としての金融危機など)を分析した。 
  第２に、物質的世界観とは異なる世界観と
して情報的世界観を提唱した。近代科学が物
理学をモデルにしていたように、近代的世界
観は、物理学の対象であった物理的世界観を
基礎にしており、その構造的特徴は、近代社
会の構造的特徴と照応していた。近代社会は、
個人であれ、国家であれ、社会を構成するシ
ステムの内部と外部が厳格に分離されるが、
このような近代社会の構造的特徴は、物質的
世界を構成する物質においては内部と外部



が厳格に分割されるという特徴と重なって
いた。しかし、情報化とグローバル化が進展
した現代社会では、個人であれ、国家であれ、
その内部(自己)と外部(環境)を厳格に分割
することが困難になっている。同じ物質が同
時に二つの場所を占めることができないの
とは対照的に情報は、システムの内部と外部、
自己と環境のいずれにも存在することが可
能である。現代社会における内部と外部の境
界的曖昧さは、システムの内部と外部を越境
する情報的作用――ただし、いずれの情報も
情報空間の内部に位置している――に関連
していると考えられる。このことは、現代社
会の情報化とグローバル化が物理的世界観
を基礎にした近代的世界観に代わる新しい
世界観としての情報的世界観の確立を要請
していることを示唆していると考えられる。 
 以上のような本研究の研究成果は、2010 年
秋に一冊の単行本(『コミュニケーション理
論の再構築――身体・メディア・情報空間』
(仮題)として勁草書房から刊行される予定
である。 
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